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3.　研究の概要
　本研究は 5 章で構成されている．
　第 1 章では，研究の背景，研究目的と研究方法，
研究対象の選定理由を述べた．
　第 2 章では，先行文献を整理し，テーマホテル
の定義（表 1）と類型化（図 1）を実施した．
　また，旅行情報サイト調査については，「歴史
文化型」テーマホテルの形態，立地等の情報をま
とめた．
　統計によると，歴史都市において「歴史文化型」
テーマホテルは成立しやすく，テーマも表現しや
すい．利用者は都市に関連した歴史的要素に共感
しやすいため，ホテルのテーマは主に立地の歴史
や文化を要素として作られる．中国における「歴
史文化型」テーマホテルは中国の歴史型観光都市
に立地し，地域歴史文化をテーマとしてデザイン
されたホテルである．宿泊者は歴史テーマと宿泊
施設を兼ね揃えた「歴史文化型」テーマホテルの
魅力を体験することができる．
表 1　テーマホテルの判断基準
項目 特徴
外観
デザインは普通のビジネスホテルとは異な
り，テーマの特徴を体現できる．数多くの空
間を含む庭や広場を使う場合が多い．建物は
1 つではなく多数の場合も多い．ビジネスホ
テルより面積が広い．
インテリア テーマを体現するための家具と飾りをデザインして，空間を設計する．
料理 その土地を代表する料理を提供する．地域飲食文化が体現できる．
サービス
従業員の服装をテーマに相応しくデザインす
る．テーマによって特別なイベントを含む場
合が多くある．
図 1　中国テーマホテルの類型化
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　第 3 章では「大唐博相府酒店」の施設実態調査
結果をまとめた．対象とするホテル，「大唐博相
府酒店」の外観，インテリア，サービス等におけ
る唐朝文化の演出について分析した．
　また，本論文の事例としての「歴史文化型」テー
マホテル，「大唐博相府酒店」宿泊者を対象に実施
した利用者満足度の調査結果を考察した．そして，
ホテルの潜在客数，非宿泊者がホテルに対して抱く
イメージ，利用意欲，不選考理由，「歴史文化型」テー
マホテルの選択条件等を知るために，非宿泊者に
対するホテルの利用意向調査の結果を分析した．
　第 4 章では，さらに数多くデータを収集し，「歴
史文化型」テーマホテルの市場需要の一般性を明
らかにするため，ネットで調査項目を作成して，
SNS で実施した「中国人宿泊志向調査」の考察
を行った．
4.　結論
　アンケート調査の 3 タイプの回答者は時代を問
わず「歴史文化型」テーマホテルへの宿泊意欲が
高い．そしてホテルのテーマに関心を持つことが
できればテーマホテルを宿泊先として選択する可
能性が高い．よって「歴史文化型」テーマホテル
の需要が拡大することが見込まれる．
　また，中国政府は近年のテーマホテルの発展を
重視し，政策を制定した．特に国務院は 2014 年
に観光産業に対し「観光業の改革発展に対しての
意見」を示した．その中には，「文化の伝承と創
新をさらに重視する」と「地域特徴がある商店街，
飲食店，テーマホテルの発展を激励する」と示さ
れていた．ここでは中国テーマホテル，特に文化
を強調する「歴史文化型」テーマホテルを積極的
に推進する政策的な意図がみえる．このような政
府の方針はテーマホテルの発展・変化に影響を与
えると考えられる．
　利用者は「歴史文化型」テーマホテルに宿泊し
たことにより肯定的な評価をした．非利用者もホ
テルについての情報を知ることにより，「歴史文
化型」テーマホテルについての宿泊意欲が高まる
ことが考えられる．そして中国政府の政策を含め
て，中国における「歴史文化型」テーマホテルは
今後も需要を拡大し，数を増加させることが予想
される．■
